
 

 

 
 

【２年４組学級通信第１８号より】
自分は運動が苦手で、リレーなどの競技で貢献できないかもしれないけど、応援は自分にもでき

るので、そういったことを探して貢献できればいいなと思う。仮に、優勝したとして、みんなが楽
しいなと思わなかったら自分は嫌なので、そうならないようにするには、ちゃんと協力し合ったり、
応援し合ったり、うまくいかなかったりしたら励まし合ったりして、いい雰囲気を作っていくこと
が大切だと思った。 

 みんなが楽しめる体育祭は、みんなが楽しもうとする、みんなが
勝とうとするような、心をひとつにして取り組む体育祭だと思いま
した。そのために、自分ができることは小縄のまわす係と応援です。
どちらも本気で取り組みたいと思います。そして頑張りたいことは
ラジオ体操とリレーです。自分は運動が苦手なため速く走ることは
難しいですが、その分、バトンパスやラジオ体操なら大きくみんな
と合わせるなどを頑張れると思います。もちろん勝ちたいと思って
いますが、もしも負けたとしても「一番楽しんでできたのは２−４
だった」と言えるような体育祭にしたいです。 

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより第１０号 
令和６年６月５日(水) 
体育祭で求める姿は 
「行動で表す先輩の姿」 
そして「見習う後輩の姿」 

令和６年度 川越中学校 体育祭で求める姿は・・・ 

『 川越中学校は先輩の姿から学べる学校です！ 』 

この言葉を具現化（ぐげんか）する姿をみなさんに求めます。 
 
【具現化とは・・・】目指す理想の姿に向けて、行動に起こすことや活動を積極的

に行うことによって、考えや理想が実際のカタチやものにつなげること。 
 

３年生・２年生の先輩たちが全力で一生懸命に取り組む姿や行動から、２年生・
１年生の後輩はしっかりと見つめ、一生懸命に学びます。このように先輩の姿を
後輩はいつも見つめ、いつも追っかけています。 

言葉も大切ですが、『全力で頑張る姿』『ひた向きに取り組む姿』のような本気
の姿を、仲間や後輩は全力で応援してくれます。これが川越中学校の目指すべき
姿であり、大切な伝統となっていく姿だと思います！ 



 
 
 
 

 
 

 
 


